
研
究
ノ
ー
ト

１
は
じ
め
に

（
１
）
著
者
は
、
昭
和
四
十
一
年
以
来
、
日
本
麻
酔
科
学
史
の
研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
日
本
麻
酔
学
会
の
準
機
関
誌
「
麻
酔
」
に
、

「
麻
酔
科
学
史
研
究
最
近
の
知
見
」
と
題
し
て
連
載
中
で
あ
る
。

（
２
）
「
麻
酔
」
の
概
念
は
、
日
本
在
来
の
思
想
で
は
な
く
、
外
国
か
ら
移
入
将
来
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
か
ら
、
本
邦
の
麻
酔
科
学
史
の
草
創
を
考

慮
す
る
時
に
は
、
こ
の
概
念
の
伝
播
や
麻
酔
薬
の
移
入
の
問
題
が
極
め
て
肝
要
な
事
項
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

（
３
）
江
上
博
士
は
、
そ
の
著
「
華
佗
と
幻
人
」
に
お
い
て
、
「
麻
酔
」
の
医
術
は
極
め
て
西
域
的
思
想
で
あ
り
、
三
国
時
代
の
中
国
の
医
聖
華

佗
は
少
な
く
と
も
、
そ
の
麻
酔
法
を
西
域
を
東
漸
し
て
中
国
に
至
っ
た
イ
ラ
ン
系
の
幻
人
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
提
唱
し
て
い

（
４
）
（
５
）

し
か
も
、
最
近
伊
藤
義
教
、
井
本
英
一
両
教
授
は
古
代
、
中
世
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
を
駆
使
し
た
言
語
学
的
立
場
か
ら
、
「
華
佗
」
は
中
世
。
ヘ
ル
シ

ャ
語
で
「
先
生
」
「
医
王
」
を
意
味
す
る
「
〆
乏
四
段
こ
ま
た
は
「
園
］
ミ
匙
ど
の
対
音
と
も
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
華
佗
は
中
国
人
で
は
な

く
て
、
イ
ラ
ン
系
胡
人
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

華
佗
が
用
い
た
と
さ
れ
る
「
麻
」
の
麻
酔
作
用
は
、
華
佗
以
前
の
中
国
で
は
全
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
華
佗
イ
ラ
ン
系
胡
人
説
は
、

前
述
し
た
江
上
博
士
の
論
述
を
補
強
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
何
故
そ
れ
ま
で
全
く
中
国
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
麻
酔
法
が
施
行
さ

ヲ

C
O

欽
明
朝
に
来
日
し
た
百
済
の
医
師
王
有
陵
陀
に
つ
い
て松

木

明
知
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従
来
イ
ラ
ン
系
の
胡
人
、
と
く
に

（
６
）

す
な
わ
ち
「
続
日
本
記
」
の
天
平
霊

来
日
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
李
密
翁
」
が
誤
っ
て
「
李
密
醤
」
Ｌ

（
７
）

と
す
る
石
原
力
の
説
が
一
時
行
わ
れ
た
。

し
か
し
「
続
日
本
記
」
の
流
布
本
「
明
暦
本
」
の
「
雷
」
は
「
鶏
」
の
写
し
誤
り
で
あ
る
こ
と
や
、
職
種
を
示
す
語
を
人
名
の
下
に
付
す
例

（
８
）
（
９
）

は
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
李
密
」
医
師
説
は
否
定
さ
れ
、
最
近
石
原
氏
は
楽
人
、
鈴
木
氏
は
工
房
の
技
術
者
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

そ
う
す
れ
ば
少
な
く
と
も
「
麻
酔
」
の
思
想
を
有
し
て
い
た
幻
人
な
い
し
イ
ラ
ン
系
胡
人
来
日
の
有
無
は
本
邦
の
麻
酔
科
学
史
上
等
閑
に
付

し
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

れ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
も
解
決
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

元
来
「
麻
」
の
麻
酔
作
用
は
ス
キ
タ
イ
文
化
圏
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
文
化
圏
の
人
々
と
り
わ
け
イ
ラ
ン
人
の
幻
人
に
知
悉
さ
れ
て
い
た
と

〉
Ｑ
少
」
い
畠
ノ
。

こ
の
幻
人
は
東
漸
し
て
中
国
に
至
っ
た
の
で
、
し
ば
し
ば
中
国
の
史
書
に
披
見
さ
れ
る
が
、
前
漢
武
帝
の
時
、
安
息
国
（
ア
ル
シ
ャ
ク
・
パ
ル

テ
ィ
ァ
王
国
）
か
ら
大
鳥
の
卵
と
黎
軒
（
ラ
ー
グ
）
の
幻
人
が
献
じ
ら
れ
た
と
い
う
「
史
記
大
苑
伝
」
の
記
載
を
以
っ
て
嗜
矢
と
す
る
。

（
３
）

幻
人
が
自
己
の
身
体
を
支
解
す
る
幻
術
を
行
っ
た
こ
と
は
夙
に
江
上
博
士
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
麻
酔
と
密
接
不
可
分
で
あ

い

う
0「

李
密
錯
」
が
誤
っ
て
「
李
密
醤
」
と
誤
写
さ
れ
た
こ
と
か
ら
端
を
発
し
て
、

ワ
ー

日
本
へ
の
イ
ラ
ン
系
胡
人
の
来
日

と
く
に
医
師
が
来
日
し
た
の
は
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
と
す
る
説
が
あ
っ
た
。

の
天
平
八
年
の
条
に
、
唐
僧
道
塔
、
波
羅
門
僧
菩
提
、
唐
人
皇
甫
東
朝
と
共
に
波
斯
人
（
・
ヘ
ル
シ
ャ
人
）
李
密
譜
が

「
雷
」
の
字
が
付
く
こ
と
か
ら
彼
を
「
李
密
」
と
い
う
医
師
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３
、
元
興
寺
の
建
立
と
イ
ラ
ン
系
胡
人
技
術
者
の
来
日

崇
祓
元
年
（
五
八
八
）
奈
良
の
元
興
寺
、
い
わ
ゆ
る
飛
烏
寺
の
建
立
に
際
し
て
百
済
か
ら
多
く
の
技
術
者
が
来
日
し
た
。

（
、
）
日
本
書
紀
同
年
の
条
に
よ
れ
ば
、
派
遣
さ
れ
て
来
た
の
は
寺
工
太
良
未
太
、
文
寅
子
、
鑪
盤
博
士
、
将
徳
日
昧
淳
、
瓦
博
士
麻
奈
文
奴
、
陽

貴
文
・
陵
貴
文
・
昔
麻
帝
彌
、
寶
工
白
加
な
ど
で
あ
っ
た
。
岩
波
大
系
本
の
注
釈
で
は
、
た
ん
に
工
人
で
あ
る
こ
と
よ
り
記
さ
れ
て
い
な
い

（
⑫
）
（
蝿
）

が
、
伊
藤
教
授
や
井
本
教
授
に
よ
れ
ば
、
復
原
し
た
原
語
に
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
工
人
た
ち
は
い
ず
れ
も
イ
ラ
ン
系
胡
人
の
技
術

者
で
あ
る
点
で
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。

（
皿
）
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
時
代
が
下
る
が
、
白
維
五
年
（
六
五
四
）
、
斎
明
三
年
（
六
五
七
）
に
そ
れ
ぞ
れ
筑
紫
と
日
向
に
異
国
人
が

（
妬
）
（
肥
）
（
Ⅳ
）

漂
着
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
イ
ラ
ン
系
胡
人
を
含
む
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
ま
た
天
平
勝
平
四
年
（
七
五
二
）
に
行
わ
れ
た
東
大
寺
大
仏
開
眼

（
的
）

伝
要
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
伎
楽
面
の
作
者
の
多
く
が
イ
ラ
ン
系
胡
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
伊
藤
教
授
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
往
時
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
想
像
す
る
以
上
に
イ
ラ
ン
系
胡
人
の
技
術
者
が
来
日
し
て
い
た
こ
と
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ

（
皿
）
（
９
）

な
お
伊
藤
義
教
教
授
は
「
李
密
蒻
」
を
中
世
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
園
画
日
首
局
の
写
音
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
、
李
姓
が
在
唐
中
に
初
め
て

与
え
ら
れ
た
と
考
慮
さ
れ
る
か
ら
、
李
密
農
の
三
字
全
体
を
続
け
て
本
名
の
対
訳
と
解
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
お
か
し

い
。
音
が
近
似
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
李
姓
を
称
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
戦
後
筆
者
の
地
方
の
金
姓
の
朝
鮮
の
人
々
が
こ
れ
に
最
も
近
似

し
て
る
「
今
」
姓
に
改
め
た
こ
と
か
ら
も
、
右
に
述
べ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

在
唐
の
・
ヘ
ル
シ
ャ
人
す
べ
て
が
李
姓
と
称
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
往
時
、
現
寺

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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人
名
の
上
の
施
徳
、
固
徳
は
一

品
、
対
徳
は
第
十
一
品
で
あ
る
。

こ
の
人
達
の
氏
名
は
、
朝
鮮
伽

す
な
わ
ち
わ
が
国
は
、
百
済
に
軍
事
援
助
を
与
え
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
知
識
人
の
派
遣
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
以
前
に
来
日
し

て
い
た
人
た
ち
が
ち
ょ
う
ど
交
代
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

（
虹
）

わ
が
国
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
、
百
済
は
、
翌
十
五
年
（
五
五
四
）
五
経
博
士
の
王
柳
貴
を
馬
丁
安
に
、
僧
曇
慧
ら
九
人
を
僧
道
深
ら
七
人

と
交
代
さ
せ
、
さ
ら
に
易
博
士
施
徳
王
道
良
、
暦
博
士
固
徳
王
保
孫
・
醤
博
士
奈
率
王
有
陵
陀
・
採
薬
師
施
徳
播
量
豐
・
固
徳
丁
有
陀
・
楽
人

施
徳
三
斤
・
季
徳
己
麻
次
・
李
徳
進
奴
・
対
徳
進
陀
を
派
遣
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

（
理
）

人
名
の
上
の
施
徳
、
固
徳
は
百
済
の
十
六
品
位
階
を
示
す
語
で
あ
る
。
施
徳
は
第
八
品
、
固
徳
は
第
九
品
、
奈
率
は
第
六
品
、
季
徳
は
第
十

４
王
有
陵
陀
の
来
日

崇
峻
天
皇
の
元
年
（
五
八
八
）
か
ら
天
平
時
代
に
か
け
て
、
少
な
く
な
い
イ
ラ
ン
系
胡
人
が
来
日
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
よ
り
早
期
に
来

日
し
、
日
本
に
関
す
る
情
報
を
彼
ら
に
伝
達
し
た
い
わ
ゆ
る
先
遣
隊
の
存
在
を
強
く
示
唆
す
る
。

欽
明
天
皇
の
十
二
年
（
五
五
一
）
百
済
、
新
羅
、
任
那
の
三
国
は
高
句
麗
と
戦
っ
て
漢
城
を
占
拠
し
た
が
、
同
十
三
年
（
五
五
二
）
百
済
は
、

新
羅
と
高
句
麗
の
通
知
を
疑
い
、
わ
が
国
に
救
援
を
乞
い
、
そ
の
翌
年
に
軍
兵
の
派
遣
を
求
め
て
来
た
。

（
釦
）
日
本
書
紀
欽
明
天
皇
十
四
年
（
五
五
三
）
六
月
の
条
に
は
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

六
月
に
、
内
臣
を
造
し
て
、
百
済
に
使
せ
し
む
。
仮
り
て
良
馬
二
匹
・
同
般
二
隻
・
弓
五
十
張
・
箭
五
十
具
を
暢
ふ
。
勅
し
て
云
は

く
、
「
諸
す
所
の
軍
は
、
王
の
須
ゐ
む
随
な
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
別
に
勅
し
て
た
ま
は
く
、
「
醤
博
士
・
易
博
士
・
暦
博
士
等
、
番
に
伝
り

て
上
き
下
れ
。
今
上
伴
の
色
の
人
は
、
正
に
相
代
ら
む
年
月
に
当
れ
り
。
還
使
に
付
け
て
相
代
ら
し
む
く
し
。
又
ト
書
・
暦
本
・
種
種
の

て
上
き
下
れ
。
今
上
伴
の
色
の
‐

薬
物
、
付
送
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。

朝
鮮
側
の
史
料

（
型
）
（
羽
）

「
三
国
史
記
」
や
「
三
国
遺
事
」
に
披
見
さ
れ
な
い
。
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「
ワ
ー
タ
・
一

時
代
で
は
「
ワ
〃

の
人
名
が
あ
る
。

当
時
、
中
国
に
は
多
数
の
イ
ラ
ン
系
の
胡
人
が
居
留
し
て
い
た
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
異
様
に
響
く
人
名
も
あ
る
い
は
、
中
世
。
ヘ
ル

シ
ャ
語
で
解
読
可
能
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
、
こ
の
方
面
の
第
一
人
者
で
あ
る
伊
藤
義
教
先
生
に
解
読
を
御
願
い
し
た
。

伊
藤
先
生
か
ら
早
速
返
事
を
戴
い
た
が
、
王
有
陵
陀
は
、
歴
然
と
し
た
中
世
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
人
名
で
「
ワ
イ
・
ア
ャ
ー
リ
ー
ド
（
乏
畠
‐
塁
腎
丘
）
」

ま
た
は
「
ワ
イ
・
ヤ
ー
リ
ー
ド
（
乏
畠
‐
融
屋
）
」
の
写
音
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

「
ワ
イ
」
は
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
語
「
ワ
ュ
（
ぐ
画
菅
）
」
の
転
化
で
、
別
形
は
「
ワ
ー
タ
（
厨
ｇ
）
」
で
あ
る
。

本
来
は
風
神
で
あ
る
が
、
生
・
死
の
神
を
も
意
味
す
る
。
こ
の
神
格
は
、
実
証
史
料
中
に
も
見
い
出
さ
れ
る
。

「
ワ
ー
タ
・
フ
ラ
ダ
ー
ト
（
乏
騨
ｐ
‐
津
且
賢
）
」
（
ワ
ー
タ
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
て
い
る
も
の
の
調
い
）
と
い
う
実
在
の
王
名
が
あ
り
、
サ
ー
サ
ン
朝

時
代
で
は
「
ワ
イ
・
ポ
ー
ク
ト
（
乏
塁
‐
ｇ
鴬
）
」
と
い
う
「
ワ
イ
」
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
も
の
を
意
味
す
る
実
在
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
聖
職
者

券
卜
○

「
王
有
陵
陀
」
の
場
合
「
ワ
イ
」
を
発
音
の
似
て
い
る
既
存
の
「
王
」
に
引
き
充
て
た
も
の
で
あ
る
。

（
妬
）
伊
藤
博
士
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
近
似
し
た
音
の
漢
字
で
写
音
し
た
と
す
る
に
は
、
好
個
の
類
例
が
あ
る
と
い
う
。

景
教
を
中
国
に
伝
え
た
阿
羅
本
の
「
阿
」
姓
は
中
世
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
の
色
目
段
（
不
死
の
）
の
略
写
音
で
あ
る
が
、
敢
え
て
こ
の
「
阿
」
を
と
っ

た
の
は
、
彼
が
中
国
人
を
装
い
、
か
つ
仏
教
圏
に
出
来
る
だ
け
抵
抗
を
少
な
く
し
て
入
国
し
た
い
な
ど
の
用
意
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。

（
郡
）
百
済
が
中
国
の
江
南
地
方
と
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
イ
ン
ド
の
僧
摩
羅
難
陀
に
よ
っ
て
東
晉
か
ら
仏
教
が
伝
来
さ
れ
た
こ
と
で
も

（
”
）

明
ら
か
で
、
高
句
麗
、
新
羅
と
比
較
し
て
も
中
国
の
南
朝
と
の
交
渉
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
江
南
地
方
に
は
早
い
時
代
か
ら
イ
ラ
ン
系
胡
人
、

ア
ラ
ビ
ア
人
の
商
人
た
ち
が
進
出
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

飛
鳥
寺
の
造
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
イ
ラ
ン
系
胡
人
の
技
術
者
達
は
、
お
そ
ら
く
江
南
地
方
か
ら
百
済
へ
渡
っ
た
人
達
な
い
し
は
そ
の
子
孫
と

さ
て
こ
の
中
で
醤
博
士
の
王
有
凌
陀
は
、
朝
鮮
系
姓
名
と
し
て
少
し
異
様
に
響
き
、
朝
鮮
、
中
国
以
外
の
国
の
人
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

rQq、
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そ
の
中
の
醤
博
士
、
王
有
陵
陀
は
、
言
語
学
的
に
、
中
世
ペ
ル
シ
ャ
語
の
ワ
イ
・
ア
ャ
ー
リ
ー
ド
、
ま
た
は
ワ
イ
・
ヤ
ー
リ
ー
ド
の
写
音
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
王
有
陵
陀
は
百
済
に
寄
留
し
て
い
た
イ
ラ
ン
系
胡
人
か
そ
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
強
く
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し

彼
の
日
本
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
全
く
知
る
手
懸
り
は
遣
さ
れ
て
い
な
い
。

考
え
ら
れ
、
そ
う
す
れ
ば
王
有
陵
陀
も
そ
の
よ
う
な
経
路
を
と
っ
て
百
済
に
至
っ
た
イ
ラ
ン
系
胡
人
か
、
そ
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
が
日
本
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
た
か
、
何
時
帰
国
し
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
く
知
る
手
懸
り
も
な
い
が
、
日
本
の
医
師
た
ち

が
も
っ
て
い
な
い
新
し
い
情
報
を
伝
え
た
に
違
い
な
い
。

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
宗
教
的
儀
式
と
い
う
点
か
ら
も
あ
る
い
は
ヌ
オ
ご
を
作
る
の
に
必
須
な
「
麻
」
を
伝
え
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
採
薬
師
を
同
伴
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
き
わ
め
て
肝
要
な
事
実
で
あ
る
。

き
た
。

５
、
お
わ
り
に

欽
明
天
皇
の
十
五
年
（
五
五
四
）
百
済
は
、
わ
が
国
の
要
請
に
応
え
て
、
易
博
士
、
暦
博
士
、
医
博
士
、
採
薬
師
、
楽
人
な
ど
を
派
遣
し
て

（
’
１
）

（
。
白
）

（
句
○
）

（
刈
詮
）

（
戸
、
）

（
〈
Ｏ
）

（
庁
ｊ
）

文
献

松
木
明
知
麻
酔
科
学
史
研
究
最
近
の
知
見
（
一
ｌ
二
十
ご
「
麻
酔
」
連
載
中

松
木
明
知
「
麻
酔
科
学
史
研
究
」
二
十
一
「
麻
酔
」
の
語
史
学
的
研
究
「
麻
酔
」
三
二
、
一
○
一
二
、
一
九
八
三

江
上
波
夫
「
華
佗
と
幻
人
」
石
田
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
叢
昭
和
四
十
年
所
収

伊
藤
義
教
ペ
ル
シ
ャ
文
化
渡
来
考
岩
波
書
店
一
九
八
○
年
五
七
頁

井
本
英
一
古
代
の
日
本
と
イ
ラ
ン
学
生
社
昭
和
五
十
五
年
二
頁

続
日
本
記
新
訂
増
補
国
史
大
系
吉
川
弘
文
信
昭
和
五
十
六
年
（
前
篇
）
一
四
一
頁

石
原
力
奈
良
時
代
に
来
日
し
た
．
ヘ
ル
シ
ャ
人
李
密
騒
（
李
密
）
考
東
ア
ジ
ア
古
代
文
化
十
七
号
一
九
七
八
年
十
月
号

(100） 452
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石
原
力
天
平
期
に

鈴
木
靖
民
・
ヘ
ル
シ

前
掲
言
い
二
八
頁

金
當
斌
（
金
思
嘩
記
）
三
国
史
記
（
上
。
下
）
六
興
出
版
昭
和
五
十
六
年

一
然
（
金
思
嘩
記
）
三
国
遣
事
（
全
）
六
與
出
版
昭
和
五
十
五
年

伊
藤
義
教
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
研
究
岩
波
書
店
一
九
八
○
年
三
○
○
’
三
○
三
頁

田
村
円
澄
百
済
仏
教
史
序
説
田
村
円
澄
黄
寿
永
百
済
文
化
と
飛
鳥
文
化
所
収
吉
川
弘
文
館
昭
和
五
十
三
年

杉
山
二
郎
正
倉
院
（
増
訂
版
）
瑠
璃
書
房
昭
和
五
十
五
年
一
七
五
’
一
七
六
頁

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

前
掲
⑤
一
五
ｌ
二

伊
藤
義
教
イ
ラ
ン
壷

伊
藤
義
教
イ
ラ
ン
壷

前
掲
⑪
一
○
四
頁

前
掲
⑪
一
○
八
’
一

前
掲
⑪
六
一
七
頁

金
當
賦
（
金
思
嘩
記
）

伊
藤
義
教
日
本
書
記
に

五
号
一
九
八
○
年
十
月

日
本
書
紀
（
下
）
日
去

前
掲
④
四
八
’
六
八

前
掲
⑤
九
’
一
四
頁

前
掲
⑪
三
二
二
お
ょ

前
掲
④
一
’
二
二
頁

天
平
期
に
来
日
し
た
．
ヘ
ル
シ
ャ
人
医
師

・
ヘ
ル
シ
ャ
人
李
密
農
を
め
ぐ
る
臆
説

（
下
）
日
本
古
典
文
学
大
系

四
八
’
六
八
頁

三
二
二
お
よ
び
三
三
○
頁

一
五
’
一
六
頁

イ
ラ
ン
語
人
名
よ
り
ｌ
『
日
本
書
紀
に
み
う
る
「
遠
阿
（
堕
羅
）
」
の
場
合
』
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
二
十
九
号
一
九
八
一
年
十
月

イ
ラ
ン
系
胡
人
の
来
日
明
日
香
風
第
一
巻
第
二
号
一
九
八
二
年
二
月

日
本
書
記
に
書
か
れ
た
ト
カ
ー
フ
人
ｌ
「
遠
阿
・
舎
衛
女
・
堕
羅
女
考
」
楽
屋
裏
へ
批
判
に
も
答
え
て
ｌ
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
二
十

○
九
頁

岩
波
書
店
昭
和
四
十
年
一
六
八
頁

歴
史
と
人
物
一
九
八
○
年
十
月
号

国
学
院
雑
誌
八
十
一
巻
十
二
号
昭
和
五
十
五
年
十
二
月

（101）453



ArrivaloftheIranianPhysicign,Way-yarid

inJapanin554A.D.

by

AkitomoMATSUKI

守
叩
寺

AstheKudaracountrywasatwarwiththeneighboringcountriesofShiragiandKohkuriaround

550A.D.,sheaskedfbrfinancialandmilitaryaidfromJapanin553A.D..Inresponsetothisrequist,

Japanhelpedherwiththesendingoftwochargers,twoships,bowsandarrows.

InreturnfbrJapanesesupport,thegovernmentofKudaradispatchedagroupofscholarsand
nlus1clans，

Amongthescholars,aphysiciannamedOh-yu-ryo-dainJapanesewasincluded.Thisname

soundsstrangeasKoreanorChinese,suggestingthathemighthavecomefi･omsomeothercountry

thanKoreaandChina.

ProfG.ItoofKyotoUniversity,decodedhisnamelinguisticallyas;GWay-yarid''or&6Way-ayarid''

inmiddlePersian,whichmeansmanhelpedbyWay."Way''isthegodoflifb,deathandwind.

Unfbrtunately>thedetailedinfbrmationofhimincludingthecorrectdatesofarrivalandleaving,

durationofstayandmedicalactivities,butheistheverylirstrecordedlranianphysiciantoarrive

inthiscountry.

ThisfactsuggeststhepossibilitythathemighthavebroughthempasmedicincintoJapan.

、（
ぶ
つ
［
）


